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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気は一部で回復の遅れがみられるものの、政府主導の経済

政策、中央銀行による金融政策を背景として雇用環境や所得の改善が続くなど、緩やかな回復基調で推移いたしま

した。また、海外経済については、新興国の景気減速や米国の動向等が為替相場にも影響し、依然として先行きが

不透明な状況でありました。

 当建設関連業界におきましては、公共投資は底堅い動きとなっているものの民間設備投資は持ち直しの動きにや

や足踏みがみられるなか、業界全体で常態化しつつある建設技能労働者不足による労務単価の高止まりが続く一方

受注競争は激化しており厳しい状況で推移しております。 

 このような状況下、当企業集団は、社会資本整備の一翼を担う企業集団として、東日本大震災等各地で頻発する

災害の復興支援を継続して行っていくとともに、受注の検討段階から徹底した原価管理を貫き、採算性を重視した

方針のもと営業活動を展開してまいりました。その結果、受注高は、前期の反動減もあり前年同期比12.1％減の

10,160百万円となりました。売上高は、期初の受注残高が前年同期に比べ増加しているものの、一部に工事進捗の

遅れがみられること等から、前年同期比6.3％減の8,045百万円となりました。 

 利益面につきましては、営業活動に必要な情報網を整備する体制を構築しつつ、今年度より全社横断的に発足さ

せた活性化委員会主導により徹底したROI（費用対効果）重視経営に会社一丸となって取り組み、これらの成果の

一部を従業員に還元する施策を推進しモチベーションの向上につなげるサイクルが奏功しつつあることにより、営

業損益は前年同期比44.6％増の296百万円の利益となり一定の経営改善を見るに至りました。また経常損益は301百

万円の利益（前年同期比47.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純損益は184百万円の利益（前年同期比34.1%

増）となりました。 

 

 当企業集団の前期繰越受注高、受注高、売上高、次期繰越高は次のとおりであります。 

 

期間（年度）別
前期繰越受注高

（千円）
受注高

（千円）
売上高
（千円）

次期繰越高
（千円）

前第３四半期連結累計期間 4,304,977 11,556,150 8,584,670 7,276,457

当第３四半期連結累計期間 6,634,683 10,160,719 8,045,934 8,749,468

 

 当第３四半期連結累計期間のセグメント別の業績は以下のとおりであります。なお、セグメント利益又は損失

は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（土木関連事業）

 受注高は2,724百万円（前年同期比4.8％減）、売上高は2,090百万円（前年同期比6.8％減）、セグメント損益は

69百万円の利益（前年同期比16.2％減）となりました。

（建築関連事業）

 受注高は4,263百万円（前年同期比3.2％減）、売上高は3,393百万円（前年同期比11.9％減）、セグメント損益

は374百万円の利益（前年同期比30.3％増）となりました。

（型枠貸与関連事業）

 受注高は3,087百万円（前年同期比26.1％減）、売上高は2,481百万円（前年同期比6.4％増）、セグメント損益

は120百万円の利益（前年同期比10.2％増）となりました。

（その他）

 受注高は84百万円（前年同期比22.2％減）、売上高は80百万円（前年同期比49.2％減）、セグメント損益は12百

万円の損失（前年同期は40百万円の損失）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末（平成28年12月31日）における総資産は、前連結会計年度末（平成28年３月31日）

に比べ257百万円減少し10,943百万円となりました。減少した主な要因は、前連結会計年度末に計上された営業債

権の回収により生じた資金の利用により、主に流動資産が減少したこと等によります。

 また、負債合計は、前連結会計年度末に比べ、462百万円減少し4,237百万円となりました。減少した主な要因

は、短期借入金の返済による減少等により、流動負債が減少したことによります。

 純資産は、剰余金の配当が16百万円ありましたが、当第３四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純

利益が184百万円となったこと及びその他有価証券評価差額金の増加が27百万円となったこと等から、前連結会計

年度末に比べ205百万円増加し6,706百万円となりました。

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ3.2ポイント上昇し61.3％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成28年５月13日に開示いたしました予想値を変更（上方

修正）しております。詳細につきましては本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 業績予想の動向につきましては、引続き精査を進めてまいりますが、予算の執行時期、受注動向、事業環境、繰

延税金資産の回収可能性等を慎重に見極めつつ業績予想に修正の必要が生じた場合には速やかに開示いたします。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ２千円

増加しております。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

- 4 -

技研興業㈱（9764）平成29年3月期　第3四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,368,858 2,115,362 

受取手形・完成工事未収入金等 4,534,340 3,808,101 

有価証券 500,402 295,230 

たな卸資産 298,439 249,941 

その他 167,316 140,911 

貸倒引当金 △101,620 △93,119 

流動資産合計 6,767,737 6,516,427 

固定資産    

有形固定資産    

土地 2,028,711 2,028,711 

その他（純額） 1,625,324 1,637,923 

有形固定資産合計 3,654,036 3,666,635 

無形固定資産    

その他 17,381 15,749 

無形固定資産合計 17,381 15,749 

投資その他の資産    

投資有価証券 405,584 446,624 

その他 382,614 322,791 

貸倒引当金 △26,018 △24,561 

投資その他の資産合計 762,180 744,854 

固定資産合計 4,433,598 4,427,239 

資産合計 11,201,335 10,943,667 

負債の部    

流動負債    

工事未払金等 1,516,260 1,560,378 

短期借入金 1,045,700 287,000 

1年内返済予定の長期借入金 510,968 540,801 

未払法人税等 57,988 68,402 

未成工事受入金 85,413 182,035 

引当金 116,806 64,568 

その他 375,672 509,566 

流動負債合計 3,708,810 3,212,752 

固定負債    

社債 65,700 44,400 

長期借入金 621,310 647,545 

退職給付に係る負債 118,028 123,661 

その他 186,299 208,905 

固定負債合計 991,338 1,024,511 

負債合計 4,700,148 4,237,264 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,120,000 1,120,000 

資本剰余金 1,473,843 1,473,843 

利益剰余金 3,951,051 4,119,577 

自己株式 △67,516 △67,970 

株主資本合計 6,477,378 6,645,449 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 74,104 101,478 

退職給付に係る調整累計額 △50,296 △40,525 

その他の包括利益累計額合計 23,808 60,952 

純資産合計 6,501,186 6,706,402 

負債純資産合計 11,201,335 10,943,667 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 8,584,670 8,045,934 

売上原価 7,491,137 6,775,906 

売上総利益 1,093,533 1,270,027 

販売費及び一般管理費 888,150 973,128 

営業利益 205,383 296,899 

営業外収益    

受取利息 4,451 4,012 

受取配当金 10,548 9,196 

物品売却益 16 － 

受取補償金 1,096 593 

貸倒引当金戻入額 11,139 9,314 

その他 6,624 3,936 

営業外収益合計 33,876 27,053 

営業外費用    

支払利息 21,730 18,515 

為替差損 7,882 1,522 

その他 5,476 2,864 

営業外費用合計 35,089 22,902 

経常利益 204,169 301,050 

特別損失    

固定資産除却損 2,833 401 

特別損失合計 2,833 401 

税金等調整前四半期純利益 201,336 300,648 

法人税、住民税及び事業税 33,812 103,519 

法人税等調整額 29,777 12,355 

法人税等合計 63,589 115,874 

四半期純利益 137,746 184,774 

親会社株主に帰属する四半期純利益 137,746 184,774 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 137,746 184,774 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,346 27,374 

退職給付に係る調整額 △9,180 9,770 

その他の包括利益合計 △4,834 37,144 

四半期包括利益 132,912 221,919 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 132,912 221,919 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
土木関連 
事業 

建築関連 
事業 

型枠貸与 
関連事業 

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

売上高            

外部顧客への
売上高 

2,243,619 3,850,541 2,331,508 159,001 － 8,584,670 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － 

計 2,243,619 3,850,541 2,331,508 159,001 － 8,584,670 

セグメント利益
又はセグメント
損失（△） 

83,069 287,180 109,229 △40,212 △233,883 205,383 

（注）１．その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、ハウジング事業、不動産賃

貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△233,883千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
土木関連 
事業 

建築関連 
事業 

型枠貸与 
関連事業 

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

売上高            

外部顧客への
売上高 

2,090,829 3,393,094 2,481,171 80,838 － 8,045,934 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － 

計 2,090,829 3,393,094 2,481,171 80,838 － 8,045,934 

セグメント利益
又はセグメント
損失（△） 

69,593 374,151 120,417 △12,818 △254,444 296,899 

（注）１．その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、ハウジング事業、不動産賃

貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△254,444千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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